
3 指 導上の留意点

1)牧 草の生産力は地域、土壊、裁培条件により変動す る。

2)牧 車の更新に当っては利用年次のほか、生育状況、生産力から半」断する。

3)時 期別生産力の最高値は努力目標値でもある,

関連載雅課題名

牧草の気象感応試験 (昭 41～ 継 )岩 手畜試

参考資料

牧草作況試験成績書 (昭 42.44。 453))東 北農試

1 0 野 草 の ミネ ラル 含 量 と放 牧 牛 の血 清 ミネ ラル 含 量

l 背 景と特徴

放牧牛のf_RM富血症、の予防法の一つとして、野草放牧が有効であることか知 られている。

そこで野草の ミネラル含量を検討すると共1/C、牧草と野車の組合せ放牧に万3けヽる放牧牛の血清

ミネラル値を検討 した結果、若子の知見を得たので参考に供す る。

2 技 術の内容

1)野 草のN,P・ K含 量は春季にないて牧革 (or)と 同程度に高いか、及季、秋季1/Cは著

しく低下する。
一方 Ca.Mg含 量は牧草 まり高 く特に夏季、秋季が葛いG

2)野 車のK/Caキ h4B当量比は春季が 0.83～ 1,67、夏季 0。41～ 0.80、秋豹 ,30～0。67

でいずれも危険水準 (2.2)以 下である。

しかし、 Ca/Pは 春季を除き著 しくアンパラン″スである。

野草の季別無機成分含量及び ミネラルパランス
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も手野車のMc含 量は、キク科、パラ科が最も高く、

%以 下である。 t

野草o科別 ネヾラル含量 (ど3ケ年の平均)
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4)春 季の野草利用は収量上及び ミネラル含量か らみて伐採後 ～ヽ 7年経過した木本挿が望ま

しい。
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5)野 革と牧草の組合せ放牧地 (野車地 82れ 、牧草地 ?4れ を4区画 )に 120日間輪換放牧

した結来、放牧牛の血清 MB値 、 Ca値 は春季及び秋季においても、異常な低下がみられず、

低 Mg血 症予防に有効であった。なお、あ当ク可食DM量 は、牧革 8に 対 し、野草 2で ぁっ

方こ。

牧革 と野草の組合せ放牧による牛の血清 ヾネラルの変動

1.昭 和 5二年度
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日本短角種 8頭
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指導上の留意点   …
…

1)低 Mg血 症に対するイネ科野草への放牧の有効性の検討

2)野 草に対する適正な牧草化率の検討

関連試験課題名

岩手畜試 昭 和6o～ 52年  山 地における落葉広謙樹林帯の草地開発方式

参考資料                          ・

岩手畜試試験報告書  昭 和 48年 度

″      昭 和 51年 度

1 1  牧 草 組 合 せ に よ る野 草 植生 の利 用

1 背 景 と特徴

肉用牛の夏期放牧に野草を利用することは、生産 コス ト軽減に役立 ってきた。 しか し、野革

放牧地は、
一般 に手を加えず、現状の女亡での利用が多く、山地開発が進む中にあって、開発

方式の解明な必要 と考え られる。 ここでは樹林化 して、牧養力が低下 した牧野において立木を

皆代 して放飲利用 した場合の野革梅生の推移や、汗研j率の変化を調査 し、その結果か ら、伐採

後の年次による野尊地の使い方と牧卒地の細倉せ方法1/Cついて知見を得たので、参考に供する。

2 技 術内容

1)牧 野の梅生型 と革邪!玉分

lfYと埜は、所, のヽ成育りi態によって、壮令林区、伐採 1～ 2年区、同 6～ 7年 区、ササ型原
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